土や堆肥等の取り方例
採取方法　当面以下の方法例を参考に採取してください。また、測定のために持ち込む量が１ｋｇ程度必要となりますので、乾燥などによる減少分は加味して採取してください。なお、念のためマスクなどを着用することをお勧めします。
○土の採取方法例
① 試料とする土の採取は、土の安全性を十分に把握するため、５地点から等量を採取し混合したものとし、表土に限らず、深さ（１５ｃｍ程度を目安に）を加味してください。
② 採取方法は、その土地に対角線を引き、その交点１点と、交点と頂点を結んだ線の中点４点の計５点の土を採取してください。
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○堆肥の採取方法例
① 堆肥は十分に切り返し(混ぜ込み)を行い、無作為に数箇所から採取してください。

② 採取した堆肥をビニールシート上などで混合し、円すい状に積み上げます。

③ 円すいを頂点から垂直に押し広げるようにして、平らにし、扇型に４等分します。
④ ４等分した対角の２ブロックを取り試料とします。
※　別紙、放射性物質測定のための「土の採り方」及び「堆肥の採り方」も参考にしてください。
作業終了後
①衣類などに付着した土ほこりなどは払い落としてください。

②手洗い、うがい、シャワーを浴びるなど汚れを落としてください。

袋詰め
採取した土等は、まず広げるなどして乾燥し、できる限りサラサラ状態のものをビニール袋に詰めてください。

また、袋の空気はしぼり抜き、輪ゴム等で密閉し、その外から２枚目のビニール袋に同様の方法で入れ保管ください。

測定のため搬入する際には、ビニール袋の上から消えないように氏名を記載ください。[image: image5.bmp][image: image2][image: image3]
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